
第４回プレ検討委員会からの素材集 

 

条例で検討したいテーマ、論点について 

をテーマに実施された第４回プレ検討委員会のグループワークの結果から素材抽出作業を行っ

た。その結果、 

 

 

 

 

 

 

 
 
の素材が抽出された。 
 
 

【条例そのものについて】 
◆条例の位置づけ（優位性） 
・政策の長期的な継続、安定性を担保する方法 
・この条例の改定規定 
◆自治基本条例の学習 
・ 基本条例とは？ 
・ 条例を理解しているインストラクターを養成しオープンスクエアで活用 
・ 必要性？ 
・ 市民の定義 
・ 首長の役割・議会の役割・市民の役割 
◆オープンスクエア 
・こちらから出向くことも必要。 
・ テーマを決め、自由に自分の考えを出してもらうようにする。 
・ 各種団体定めず希望のあるところから話を聞く 
・ 拡大版オープンスクエアの方法は人の集まるところで。 
・ 何を目指し、何を目的とし検討していくのかを意識共有したい。 
・ 地域で困っている場合は、そこへ出向いてオープンスクエアを実施したい。 
◆今後の進め方 
・ インターネット上に掲示板を 
・ 分野別のテーマを決めて議論 
◆条例づくりのキーワード 

【条例そのものについて】◆条例の位置づけ（優位性）、◆自治基本条例の学習、 

◆オープンスクエア、◆今後の進め方、◆条例づくりのキーワード 
【議会について】◆議会 
【行政】◆理念、◆仕組み、◆情報、◆首長 
【市民】◆市民、◆市民の意識、◆市民活動、◆市民参画、◆自治会、◆三世代交流、◆地域自治

【まちづくり】◆小田原をどんな街にするか、◆まちづくりの仕組み 
【その他】◆危機管理、◆防災、◆教育、◆その他分野別課題 



・ 人が関わり合う 
・ みんな一緒に育つ 
・ （市民の）ハートを育てる 
・ （協働とは）参画、参加との関係 
・ 自然体で（市政、地域に）無理なく関れる環境 
・ 経験する場がある 
 

【議会について】 
◆議会 
・議会をオープンに。各議員の意見、考え方を知るためには⇒（例）議決の賛否をオープンに 
・ 議会の役割拡大 
・ 議会の在り方 
・ 市民（地域）、行政、議会の役割分担の明確化。（なければ困るような役割分担の方法） 
・ 市民の声が届く議会運営をオープンに 
・ 市民の生活に元気を作り出すには 
・ 議員の実績を評価する方法・手段・・・議員の活動が市民の目に届く様な議会づくり 
・ 市議会評価システム 
・ 情報公開の徹底 

【行政】 
◆理念 
・ 市民のための行政（自治の担い手） 
◆仕組み 
・ 行政評価制度の導入（オンブズマン、事業仕分け） 
・ 市の職員が地域での活動に参加出来る行事 
・ 公平性、透明性。 
・ 市民合意 
・ まちづくりを支える市民、行政、議会をつなぐ方法について 
・ 市民の声を実現させるための裏づけ 
・ 住民投票について 
◆情報 
・ 行政情報の公開の徹底 
・ 情報公開だけでなく、情報共有作業での業務進行の方法。 
・ 現場の情報を集約する方法。 
・ 地域からの意見の吸い上げ方（市民意見の吸い上げ方法） 
・ 市民の声を吸い上げる仕組みはどうするか 
◆首長 
・ 首長の責務、行政の責務 
【市民】 



◆市民 
・ 市民の責務 
・ 自治会の活性化を図る 
・ 地域（向こう三軒両隣）の連携強化を進めるためには 
・ 住民の資質の向上 
・ 市民参加 
◆市民の意識 
・ 自治会活動を通じて一人ひとりの顔の見える住みやすい地域社会 
・ 人任せでない自分達で市を変えるために市民の声を 
・ 市民の自覚を広く持ってもらうために 
・ 市役所に頼りすぎていないか？なんでも市役所に文句を言って解決するのではなく、初心に

戻れるものはないだろうか。 
・ たばこのポイ捨てが相変わらず多い。もっと厳しくしたほうがいい。（ルールを守る） 
◆市民活動 
・ 活動団体の定義と分類 
・ 心のバリアフリー、街のバリアフリー 
・ 市民活動をどのように広げていくか。（ボランティア活動へ多くの人が参加するように） 
・ 市民活動を支援する方法 
・ 市民活動を評価する方法 
◆市民参画 
・ 市民が市政へ参画していく方法 
◆自治会 
・ 各自治会を強固に・・・住民が顔を合わせる機会をもっと作る 
・ 声を掛け合う機会を作る 
・ お互いに助け合い励ましあう仕組みづくり 
・ 自治会未加入の扱いについて 
・ 自治会活動への参加者が少ない。 
・ 自治会へ全家庭が参加するために。 
◆三世代交流 
・老若男女ができることをできる方法で 
◆地域自治 
・ 自治会、各団体の役割の明確化 
・ 地域ごとの自治を認める範囲 
・ コミュニティのルールづくり 
・ 自治の担い手 
・ 自治会と行政の関係 
・ 地域協議会への道 
・ 広域行政との関係 



 
【まちづくり】 
◆小田原をどんな街にするか 
・ 人と人とのコミュニケーション 
・ 各地域のアイデンティティの再発見 
・ 住みたい「おだわら」ってどんな街 
・ おだわらならではのまちづくり 
◆まちづくりの仕組み 
・ 市民の小さな力を認め合い出し合える街 
・ あいさつ運動の推進 
・ 「家庭の力」を強くすることが、地域、町、市の力へと繋がる過程の力の強化 
・ 徳のある行政を実行するための仕組みづくり 
 

【その他】 
◆危機管理 
・市民団体を網羅する方法 
◆防災 
・ 防災意識の向上 
・ 安全で安心で災害時にも強い街に・・・防災スピーカーの活用 
・ 地震対策をもっと明確にする条例づくり。 
◆教育 
・ 学校と地域と親。 
・ 学校現場と地域の関わり。 
・ 大人と子どもの教育について 
・ 小田原での子育てについて 
・ 教育（中学生の遅刻が多発） 
・ 子どもたちが安心して遊べる学校、放課後児童クラブ等使用。 
◆その他分野別課題 
・ 環境 
・ ゴミの分別をもっと厳しくする条例を。 
・ 農政 
・ 文化 
・ 経済 
・ 高齢者が生きがいを感じる条例をつくりたい。 


